
1．はじめに

イオン液体はカチオンとアニオンのみで構成され，100℃以
下に融点をもつ塩である。1992年にWilkesらによって，空気や
水に対して安定であり常温で液体のイオン液体が初めて報告1）

されて以来，イオン液体に関する研究は急速に広がった2-4）。
イオン液体は，不揮発性や不燃性の性質から環境負荷の低い溶
媒として知られており，従来の水や有機溶媒とは異なる新規の
溶媒として注目を集めている2-6）。イオン液体を構成するイオ
ン対の組み合わせは多く，目的に応じて，融点，密度，粘度，
極性などの物理化学的性質を変えることができる。そのためイ
オン液体は現在，反応溶剤2,3），電解質3,4），触媒4-6），潤滑剤7,8），
ドラッグデリバリー 9）などへの幅広い応用に向けて研究が行
われている。これまでに，天然由来の低毒性イオン液体である
アミノ酸イオン液体10），熱や光などの外部刺激応答をもつイ
オン液体11），磁性イオン液体12），難溶性のセルロースを溶解
できるイオン液体13）など，さまざまな構造や機能をもつイオ
ン液体が報告されており，今後さらに優れた性能や機能性をも
つ新規イオン液体の開発が期待される。
界面活性剤は，分子内に親水基と疎水基の両方をもつ両親媒
性構造のため，界面吸着と会合体形成の性質を利用して，洗
浄，化粧品，塗料などの多くの分野で用いられている。従来型

の1疎水鎖1親水基構造の単鎖型界面活性剤同士をスペーサー
（連結基）によって2分子繋いだ構造のジェミニ型界面活性剤
は，従来型と比べて低い臨界ミセル濃度（CMC）や高い表面
張力低下能などの優れた界面活性を示すことから，近年注目さ
れている14,15）。筆者らはこれまでに，新規構造を有するジェ
ミニ型界面活性剤の開発を精力的に行ってきた16-18）。さらに，
ジェミニ型界面活性剤の延長上の構造として，3疎水基3親水
基構造のトリメリック型界面活性剤に着目し，研究を展開し
てきた19-21）。これらは対応する単鎖型およびジェミニ型界面
活性剤よりも低いCMCや高い界面活性を示すことが明らかに
なっている。また，アダマンタン（トリシクロ［3,3,1,1］デカン，
C10H16）は，10個の炭素がダイヤモンドと同じ構造で結合し
た環状四面体の飽和炭化水素で，ひずみが小さく対称性が高い
といった特徴をもつ。筆者らは，アダマンタン構造を有する単
鎖型およびボラ型構造の四級アンモニウム塩系カチオン界面活
性剤を分子設計・合成し，アダマンタンの導入による疎水性の
増加からCMCが低下することを明らかにした22,23）。
分子内にアルキル鎖を有する両親媒性構造のイオン液体は，

通常の界面活性剤と同様に水溶液中で界面活性を示し，会合体
を形成することが知られている。これらの両親媒性イオン液体
は，イミダゾリウム系24,25）やアミン塩26,27）などのプロトン性
がほとんどであり，四級アンモニウム塩系の両親媒性イオン液
体に関する研究は少ない。疎水部と親水部からなる両親媒性イ
オン液体は，イオン液体と界面活性剤の両特性を併せもち，優
れた性能ならびに機能性を発現できることが期待される。近
年，イオン液体を媒体とした界面活性剤の表面吸着挙動やミセ
ル形成に関する研究が報告されている。プロトン性イオン液体
を媒体とした界面活性剤の研究は，1982年にEvansらによって
報告された硝酸エチルアンモニウム（EAN）のイオン液体中
におけるカチオン界面活性剤のミセル形成に関するものが初め
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要　　　　旨

近年，筆者らは，イオン液体と界面活性剤の両方の特性を併せもつ新規構造の両親媒性イオン液体に着目して研究を行ってきた。
本稿では，同種および異種の長さのアルキル鎖を有するジェミニ型，星状および直鎖状のトリメリック型，アダマンタン含有の三種
類の四級アンモニウム塩系両親媒性イオン液体の合成と融点，電導度，粘度，溶解性などの物理化学的性質，水溶液中における界面
化学的性質，両親媒性イオン液体を媒体とした界面活性剤の物性，さらに水を加えた混合水溶液の物性，両親媒性イオン液体と界面
活性剤が形成する層構造について紹介する。
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